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現
在
山
木
屋
地
区
の

保
護
者
等
と
協
議
中

で
す
が
、
引
き
続
き
協
議
を

重
ね
、
教
育
委
員
会
と
し
て

の
結
論
を
出
す
こ
と
が
適
切

だ
と
考
え
ま
す
。

要
に
な
る
と
思
う
が
、
当
局

の
考
え
は
。

損
傷
の
原
因
が
高
圧

洗
浄
に
よ
る
除
染
作

業
に
起
因
す
る
場
合
は
、
町

が
修
繕
費
用
を
負
担
し
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
こ
れ

か
ら
実
施
さ
れ
る
本

格
的
な
除
染
の
実
施
状
況
や

効
果
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
、

住
宅
建
設
に
つ
い
て
は
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

飯
舘
村
の
子
ど
も
た

ち
が
川
俣
町
の
学
校

施
設
か
ら
出
て
行
っ
た
際
は
、

山
木
屋
地
区
の
子
ど
も
達
を

川
俣
の
子
ど
も
と
し
て
一
体

的
に
教
育
を
進
め
て
は
ど
う

か
。

住
宅
の
除
染
を
行
っ

た
場
合
、
壁
面
の
補

修
や
立
木
の
補
償
な
ど
も
必

染
業
務
に
か
か
る
技
術
指

針
」
を
基
本
に
実
施
し
て
い

く
考
え
で
す
。

仮
置
場
は

ど
こ
に
何

箇
所
決
ま
っ
た
の

か
。

現
在
、
仮

置
場
と
し

て
決
定
し
て
い
る

場
所
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
各
自
治
会

や
関
係
団
体
等
と

連
携
を
図
り
、
仮

置
場
の
確
保
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

12
月
議
会
で
、
本
年

度
中
に
除
染
計
画
を

策
定
し
除
染
を
進
め
る
と
答

弁
し
て
い
た
が
、
除
染
計
画

は
完
成
し
た
の
か
。

町
で
作
成
し
た
「
川

俣
町
放
射
性
物
質
除

染
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
12
月
28
日
に
第
１
版

を
策
定
し
、
福
島
県
に
提
出

し
て
い
る
状
況
で
す
。

い
つ
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
除
染
を

実
施
す
る
の
か
。

平
成
24
年
度
の
で
き

る
限
り
早
い
時
期
に
、

環
境
省
で
作
成
し
た
「
除
染

関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、
及

び
福
島
県
で
作
成
し
た
「
除

12

早
急
に
全
町
除
染
を
進
め
よ

早
急
に
対
応
し
ま
す

遠 藤 宗 弘 議員
えん　どう　むね　ひろ

避
難
者
用
住
宅
建
設
を

慎
重
に
検
討
し
ま
す

山
木
屋
地
域
の
除
染

の
め
ど
も
立
っ
て
い

な
い
中
、
避
難
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
加
害
者
の

責
任
で
住
宅
を
作
る
よ
う
働

き
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

町
長

町
長

町
長

教
育
長

町
長

町
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

学
校
運
営
に
つ
い
て

保
護
者
等
と
協
議
を
続
け
ま
す

ま
た
損
傷
が
除
染
作
業
者
の

故
意
又
は
過
失
に
よ
る
場
合

は
受
託
者
の
責
任
に
な
り
ま

す
。
な
お
立
木
の
補
償
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
。

除染の基本となる国及び県の指針
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計
、
平
成
26
年
度
の
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

仮
庁
舎
を
建
設
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

敷
地
の
確
保
が
困
難

で
あ
る
こ
と
等
を
踏

ま
え
、
新
庁
舎
の
建
設
が
第

一
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

役
場
庁
舎
の
解
体
は

い
つ
頃
か
。

平
成
24
年
度
中
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
の
建
設
計
画

は
。

平
成
24
年
度
中
に
旧

庁
舎
の
解
体
と
基
本

構
想
及
び
基
本
設
計
を
策
定

し
、
平
成
25
年
度
に
実
施
設

旧
繊
維
工
業
試
験
場

を
避
難
者
の
た
め
の

住
宅
団
地
や
屋
内
遊
び
場
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
し

て
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

地
元
、
関
係
団
体
等

の
意
見
、
地
権
者
と

の
協
議
を
踏
ま
え
な
が
ら
検

討
し
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
旧

繊
維
工
業
試
験
場
、

跡
地
利
用
の
考
え
は
あ
る
の

か
。

現
時
点
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
具
体
的
な
利
用

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
関

係
者
と
十
分
話
し
合
い
を
行

い
な
が
ら
、
跡
地
の
活
用
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地

に
は
、
地
域
か
ら
の

要
望
も
あ
る
こ
と
か
ら
集
会

施
設
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

関
係
団
体
、
地
元
自

治
会
等
と
協
議
し
方

向
性
を
示
し
て
い
き
ま
す
。
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鴫 原 利 光 議員
しぎ　 はら　とし　みつ

役
場
庁
舎
解
体
と
早
期
建
設
を

26
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す

平
均
取
得
日
数
で
比

較
す
る
と
、
川
俣
町

の
6.8
日
に
対
し
、
福
島
市
が

8.2
日
、
二
本
松
市
が
10.7
日
、

伊
達
市
が
9.4
日
、
本
宮
市
が

8.1
日
、
桑
折
町
が
9.4
日
、
国

見
町
6.3
日
、
大
玉
村
が
10.3
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
的
に
有
給
休
暇

を
取
得
す
る
た
め
の

環
境
整
備
は
。

平
成
22
年
度
と
23
年

度
を
比
較
し
た
場
合
、

職
員
の
労
働
環
境
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

昨
年
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
通
常
業

務
に
加
え
災
害
対
策
業
務
や

復
興
業
務
に
も
従
事
し
て
お

り
、
相
当
な
業
務
量
と
な
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

管
理
職
と
一
般
職
員

の
有
給
休
暇
の
使
用

状
況
は
。平

成
23
年
の
平
均
取

得
日
数
は
、
管
理
職

が
4.9
日
、
一
般
職
が
7.8
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

近
隣
市
町
村
の
有
給

休
暇
の
使
用
状
況
は
。

町
職
員
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

労
働
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す

業
務
量
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
、
取
得

し
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

超
過
勤
務
時
間
の
実

態
は
。

平
成
22
年
度
に
つ
い

て
は
一
人
当
た
り
平

均
が
144
時
間
、
平
成
23
年
度

は
４
月
か
ら
１
月
ま
で
の
10

カ
月
分
で
、
震
災
に
影
響
も

あ
り
174
時
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。

公
共
施
設
解
体
後
の
計
画
に
つ
い
て

関
係
団
体
等
と
協
議
し
ま
す震災により取り壊された福祉センター跡地

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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除
染
し
て
も
国
の
基

準
ま
で
放
射
線
量
が

下
が
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

「
川
俣
町
放
射
性
物

質
除
染
計
画
」
の
中

で
、
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
下
と
な
る
こ
と
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
値

を
達
成
す
る
ま
で
除
染
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
目
標
達
成
ま
で
の
継

続
的
な
除
染
作
業
の
実
施
に

つ
い
て
、
国
、
県
に
強
く
要

請
し
て
い
く
考
え
で
す
。

放
射
性
汚
染
物
質
の

仮
置
場
は
ど
こ
か
。

仮
置
場
と
し
て
決
定

し
て
い
る
場
所
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
各
自
治
会
や

関
係
団
体
等
と
連
携
を
図
り
、

確
保
し
ま
す
。

具
体
的
な
除
染
チ
ー

ム
の
編
成
は
。

除
染
業
務
講
習
会
の

修
了
証
書
所
持
者
や
、

測
定
、
清
掃
、
土
木
、
建
築

な
ど
の
技
能
を
持
つ
人
材
で

除
染
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
現

時
点
で
は
未
定
で
す
の
で
、

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

除
染
作
業
に
お

い
て
建
物
等
に

物
損
、
損
傷
を
起
こ
し

た
時
の
補
償
は
。

高
圧
洗
浄
に
よ

る
除
染
作
業
が

原
因
で
あ
る
場
合
は
町

が
補
償
し
ま
す
。
ま
た

除
染
作
業
者
の
故
意
、

過
失
が
原
因
で
あ
る
場

合
は
、
作
業
受
託
者
の

責
任
で
補
修
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

計
画
的
避
難
区
域
に

指
定
さ
れ
、
一
部
企

業
を
残
し
て
全
地
区
民
が
避

難
し
て
い
る
山
木
屋
地
区
の

火
災
対
策
は
。

火
災
発
生
時
に
お
け

る
近
隣
の
消
防
組
合

か
ら
の
応
援
体
制
の
整
備
や
、

防
火
監
視
も
含
め
た
パ
ト
ロ

ー
ル
の
実
施
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

14

一般質問

村 上 源 吉 議員
むら　かみ　げん　きち

山
木
屋
地
区
の
火
災
対
策
に
つ
い
て

消
防
組
合
と
の
応
援
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す

計画的避難区域を除く
　　　　　除染について
年間１ミリシーベルト以下に
なるまで続けます　　　　　

火災対策の中核となる伊達地方消防組合消防本部南分署

放射性汚染物質仮置場（山木屋坂下地区）

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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大
震
災
、
原
発
事
故

の
際
７
千
人
強
い
る

災
害
弱
者
へ
の
対
応
は
と
ら

れ
た
の
か
。

民
生
委
員
の
方
々
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
安
否

確
認
を
実
施
し
た
ほ
か
、
山

川
俣
町
の
農
林
畜
産

物
に
対
す
る
消
費
者

の
安
心
感
、
信
頼
感
を
ど
の

よ
う
に
担
保
す
る
の
か
。
ま

た
は
担
保
で
き
る
の
か
。

各
公
民
館
や
給
食
セ

ン
タ
ー
に
検
査
器
を

設
置
す
る
な
ど
食
品
検
査
体

制
を
強
化
し
、
消
費
者
の
安

心
感
、
信
頼
感
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

危
険
性
が
予
見
さ
れ

る
状
況
で
作
付
す
る

こ
と
は
、
消
費
者
に
対
す
る

背
信
行
為
に
な
る
と
考
え
な

い
の
か
。消

費
者
の
皆
さ
ん
に

安
心
し
て
食
べ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
厳
格
な
検
査

体
制
を
構
築
し
、
そ
の
中
に

は
消
費
者
の
代
表
の
方
に
も

入
っ
て
い
た
だ
く
考
え
で
す
。
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高 橋 道 弘 議員
たか　はし　みち　ひろ

東日本大震災・原発事故の
教訓を活かせ
教訓を生かし復興計画、防災計画を策定します

稲
作
等
の
作
付
け
は

　

消
費
者
の
目
線
で
判
断
せ
よ

消
費
者
が
安
心
で
き
る
検
査
体
制
を
築
き
ま
す

対策が望まれる災害弱者

作付けされず荒れたままの水田（山木屋地区）

木
屋
地
区
の
食
料
確
保
が
困

難
な
高
齢
者
世
帯
約
30
世
帯

に
つ
い
て
、
食
糧
や
水
な
ど

の
不
足
物
資
を
配
給
し
ま
し

た
。

山
木
屋
地
区
以
外
の

高
齢
者
等
の
災
害
弱

者
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
行
っ
た
の
か
。

特
に
対
策
は
講
じ

て
お
り
ま
せ
ん
。

震
災
か
ら
得
ら
れ
た

教
訓
と
課
題
は
、
復

興
計
画
と
防
災
計
画
に
反
映

さ
れ
た
の
か
。

今
回
の
震
災
か
ら
得

た
教
訓
と
課
題
を
反

映
さ
せ
た
復
興
計
画
防
災
計

画
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。

町
長

町
長

保
健
福
祉

課　
　

長

町
長

町
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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え
る
と
、
区
域
見
直
し
に
あ

た
っ
て
も
山
木
屋
地
区
の
住

民
の
皆
さ
ん
が
統
一
し
た
行

動
が
取
れ
る
よ
う
国
へ
要
望

し
て
い
く
考
え
で
す
。

避
難
解
除
準
備
区
域

の
設
定
に
つ
い
て
町

の
方
針
は
。

現
在
、
国
は
避
難
区

域
の
見
直
し
を
実
施

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
町

と
し
て
は
、
山
木
屋
地
区
の

皆
さ
ん
が
、
避
難
す
る
時
は

一
緒
に
避
難
し
た
こ
と
を
考

後
30
年
間
の
健
康
管
理
と
治

療
に
活
用
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

国
の
除
染
計
画
に
対

す
る
町
の
姿
勢
は
。

山
木
屋
地
区
の
除
染

を
２
年
間
で
終
え
ら

れ
る
よ
う
徹
底
し
た
除
染
を

行
う
と
と
も
に
、
山
木
屋
地

区
住
民
の
意
見
等
を
反
映
し

た
除
染
を
行
う
よ
う
国
に
対

し
て
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

避
難
者
に
対
す
る
生

活
支
援
は
万
全
か
。

避
難
者
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
の
町
の

臨
時
職
員
と
し
て
の
雇
用
や
、

運
動
教
室
や
栄
養
教
室
に
よ

る
健
康
面
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
避
難
者
の
皆
様
の
ご
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
生
活

の
支
援
に
万
全
を
期
す
考
え

で
す
。

原
発
事
故
に
よ
る
産

業
別
経
済
被
害
の
実

態
は
。

被
害
額
は
農
業
約
９

億
６
，３
６
７
万
円
、

商
工
業
で
約
11
億
１
，４
０

９
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
甚

大
な
損
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

健
康
被
害
の
調
査
と

検
査
体
制
の
実
情
は
。

福
島
県
が
実
施
し
て

い
る
「
県
民
健
康
管

理
調
査
」
に
よ
り
、
本
町
に

お
い
て
も
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ

ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
内
部
被
ば

く
検
査
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
検
査
結
果
等
は

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
今

16

一般質問

菅 野 清 一 議員
かん　 の　 きよ　かず

原
発
事
故
被
害
の
対
策
は

被
害
者
の
支
援
に
万
全
を
期
し
ま
す

未だ放射性物質を出し続ける原子炉建屋

国の除染計画説明資料
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長
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町
長
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の
可
能
性
に
つ
い
て
予
備
的

な
調
査
、
検
討
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、

民
間
事
業
者
や
国
、
県
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
事
業
化
の

可
能
性
等
に
つ
い
て
更
に
調

査
、
検
討
し
て
い
く
考
え
で

す
。

太
陽
光
や
風
力
及
び

小
規
模
水
力
発
電
な

ど
に
対
す
る
補
助
金
を
大
幅

に
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
と
し
て
は
太
陽
光

発
電
に
つ
い
て
、
今

後
も
引
き
続
き
国
及
び
県
の

支
援
を
併
用
し
な
が
ら
普
及

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

脱
原
発
を

掲
げ
、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

を
積
極
的
に
誘
致

す
る
考
え
は
な
い

か
。

大
規
模
太

陽
光
発
電

に
つ
い
て
は
、
利

点
も
あ
る
反
面
、

発
電
コ
ス
ト
や
発

電
効
率
な
ど
の
欠

点
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、

現
在
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

康
状
態
を
し
っ
か
り
把
握
し
、

健
康
を
守
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

放
射
能
被
害
か
ら
子

ど
も
達
を
守
る
「
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
保
養
」
に
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

一
時
的
に
で
も
放
射

線
量
が
低
い
場
所
で

一
定
期
間
過
ご
す
「
ロ
ー
テ

シ
ョ
ン
保
養
」
は
有
効
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
町
と
し
て

は
、
今
年
度
も
実
施
す
る
ハ

ッ
ピ
ー
・
ス
ク
ー
ル
事
業
の

事
業
内
容
を
工
夫
す
る
と
と

も
に
、「
ロ
ー
テ
シ
ョ
ン
保

養
」
に
つ
い
て
も
今
後
十
分

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

全
県
民
を
対
象
に
今

後
30
年
間
継
続
し
て

実
施
を
す
る
県
民
健
康
管
理

調
査
に
よ
る
健
康
診
査
を

基
本
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健

こ
れ
か
ら
何
十
年
も

続
く
放
射
能
被
害
か

ら
子
ど
も
達
を
守
る
た
め
に
、

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
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高 橋 道 也 議員
たか　はし　みち　 や

放射能被害から
　子ども達を守る施策について
安心して子育てできる対策に万全を期します

化
石
燃
料
や
原
子
力
発
電
か
ら
の
脱
却
を

大
き
な
柱
と
し
て
町
政
を
進
め
る
考
え
は

調
査
検
討
し
て
い
き
ま
す

元気に遊ぶ子どもたち（川俣幼稚園）

町
長

町
長

町
長

町
長

質
問

質
問

質
問

質
問

界コンビナート太陽光発電施設（大阪府堺市）
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建
設
場
所
は
ど
こ
か
。

現
在
、
庁
舎
建
設
の

最
初
の
工
程
で
あ
る

基
本
構
想
作
成
に
向
け
、
役

場
庁
舎
内
の
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
新
庁
舎
建
設
に

向
け
、
調
査
、
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
外
部
の

有
識
者
も
含
め
た
検
討
委
員

会
を
組
織
し
、
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
庁
舎
の
場
所

に
つ
い
て
も
、
多
方
面
か
ら

検
討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

町
民
へ
の

不
便
を
ど

う
考
え
る
か
。

来
庁
者
や

公
民
館
等

を
利
用
さ
れ
る
方

に
は
大
変
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
状
況

を
一
刻
も
早
く
解

消
す
る
た
め
に
も
、

早
期
に
新
庁
舎
建

設
に
着
手
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
の
勤
務
を
ど
う

考
え
る
か
。

庁
舎
機
能
移
転
後
は
、

十
分
な
執
務
ス
ペ
ー

ス
も
確
保
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
原
子
力
災
害

等
で
更
に
多
様
化
し
て
い
る

町
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
、

効
率
的
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く
考

え
で
す
。

作
付
け
に
あ
た
っ
て

は
、
デ
ー
タ
等
を
得

る
た
め
試
験
田
を
指
定
し
て

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

平
成
24
年
度
に
山
木

屋
地
区
を
除
く
全
地

区
に
お
い
て
、
土
壌
の
セ
シ

ウ
ム
濃
度
の
調
査
と
土
の
養

分
検
査
を
す
る
つ
も
り
で
す
。

こ
れ
ら
の
検
査
に
加
え
、
稲

の
生
産
状
況
の
調
査
と
平
成

24
年
産
米
の
検
査
結
果
を
照

ら
し
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
下
で
の
検

査
資
料
が
得
ら
れ
る
と
考
え

て
お
り
、
す
べ
て
の
水
田
の

状
況
を
把
握
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

の
趣
旨
を
踏
ま
え
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
発
災
害
に
よ
っ
て

価
値
が
無
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
森
林
や
土
地
建
物

の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
減
免

す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
と
し
て

は
総
務
省

が
示
し
た
東
日
本

大
震
災
や
原
子
力

災
害
の
被
害
を
受

け
た
固
定
資
産
の

評
価
の
考
え
方
に

沿
っ
て
税
額
を
算

出
し
て
お
り
、
そ

の
結
果
、
全
額
減

免
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
制
度
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黒 沢 敏 雄 議員
くろ　さわ　とし　 お

固
定
資
産
税
は
免
じ
る
べ
き
と
思
う
が

固
定
資
産
税
の
評
価
に
沿
っ
て
進
め
ま
す

水田作付けについて
すべての水田の状況を把握します

役
場
庁
舎
建
設
が
進
ま
な
け
れ
ば

仮
庁
舎
を

早
急
に
新
庁
舎
建
設
に
着
手
し
ま
す

住宅除染のようす（山木屋坂下地区）

震災により利用不可能となった役場庁舎
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一
日
も
早
く
除
染
実

施
計
画
を
作
成
し
、

早
急
に
全
町
除
染
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の

取
り
組
み
方
針
は
。
ま
た
個

人
、
事
業
所
、
団
体
な
ど
が

独
自
に
実
施
し
た
除
染
活
動

経
費
は
、
東
京
電
力
へ
の
損

害
賠
償
の
対
象
と
な
る
よ
う

国
に
対
し
て
要
請
す
べ
き
と

考
え
る
が
町
の
対
応
は
。

除
染
に
あ
た
っ
て
は
、

国
、
県
の
指
針
を
基

本
に
、
町
と
し
て
も
専
門
家
、

業
者
、
地
域
代
表
者
な
ど
か

ら
な
る
除
染
関
係
者
を
構
成

員
と
す
る
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
除
染
方
法
等
に
つ
い
て

協
議
し
な
が
ら
、
よ
り
効
率

的
で
効
果
的
な
除
染
方
法
に

よ
っ
て
進
め
て
い
く
考
え
で

す
。

線
量
低
減
化
活
動
支

援
事
業
の
成
果
と
、

今
後
の
除
染
に
あ
た
っ
て
の

町
の
対
応
は
。

線
量
低
減
化
活
動
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、

目
標
と
す
る
線
量
の
半
減
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

後
は
川
の
上
流
部
か
ら
、
ま

た
線
量
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら

面
的
に
除
染
す
る
な
ど
の
対

応
に
よ
り
、
効
果
的
な
除
染

と
な
る
よ
う
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

妊
婦
や
子
ど
も
の
家

庭
を
優
先
し
て
除
染

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
各
地

域
ご
と
の
妊
婦
、
子
ど
も
の

数
の
把
握
や
地
域
の
優
先
順

位
、
年
次
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
の
か
。各

地
域
ご
と
の
妊
婦
、

子
ど
も
の
数
は
把
握

し
て
お
り
、
総
数
で
は
妊
婦

が
41
人
、
子
ど
も
が
２
，２

３
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
除
染
優
先
順
位
等

に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度

ま
で
は
生
活
圏
の
線
量
が
高

い
と
こ
ろ
か
ら
除
染
を
行
い
、

平
成
26
年
度
以
降
は
住
民
の

生
活
圏
以
外
の
森
林
や
河
川

な
ど
を
除
染
し
て
い
く
計
画

で
す
。

町
長
を
先
頭
に
仮
置

場
の
確
保
に
全
力
で

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
の
町
の
対
応
は
。

仮
置
場
の
確
保
に
向

け
、
全
力
で
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

町
内
全
て
の
圃
場

（
水
田
、
畑
）に
つ
い

て
、
土
壌
の
放
射
能
を
調
査

し
線
量
マ
ッ
プ
を
作
成
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま

た
、
森
林
の
除
染
に
あ
た
っ

て
は
、
民
家
か
ら
約
30
メ
ー

ト
ル
入
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
実

施
す
べ
き
と
考
え
る
が
町
の

対
応
は
。土

壌
検
査
の
結
果
デ

ー
タ
を
基
に
線
量
マ

ッ
プ
を
作
成
し
、
除
染
の
範

囲
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
効

果
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
国
、

県
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

早
急
に
各
地
区
公
民

館
な
ど
に
食
品
検
査

器
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
今
後
の
当
局
の
対
応
は
。

各
地
区
公
民
館
に
１

台
ず
つ
食
品
検
査
器

を
設
置
す
る
予
定
で
す
。
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地区公民館に設置予定の
食品放射能測定器
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あ
っ
た
。

　

３
号
機
、
４
号
機
の
原
子

炉
建
屋
は
４
階
、
５
階
、
６

階
が
吹
き
飛
び
格
納
容
機
や

燃
料
プ
ー
ル
が
一
部
む
き

出
し
と
な
り
原
型
を
と
ど
め

て
い
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。

４
号
機
の
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル

の
１
，５
３
５
本
の
燃
料
集

合
体
は
ど
う
な
る
の
か
、
同

じ
４
号
機
裏
側
の
共
用
プ
ー

ル
の
６
，３
７
５
本
の
燃
料

集
合
体
を
考
え
る
と
実
に
恐

ろ
し
い
現
状
で
あ
る
。
第
一

原
発
に
は
１
号
機
か
ら
６
号

機
ま
で
５
，０
３
２
本
と
併

せ
る
と
実
に
１
１
，４
１
７

本
の
燃
料
集
合
体
が
再
臨
界

と
マ
ス
ク
の
完
全
装
着
の
も

と
バ
ス
に
乗
り
、
現
場
に
向

か
っ
た
。
広
大
な
敷
地
は
建

屋
以
外
は
防
風
林
に
被
わ
れ

て
い
た
は
ず
が
、
日
々
増
え

続
け
る
汚
染
水
タ
ン
ク
の
設

置
場
所
と
な
り
大
き
く
３
つ

に
分
け
ら
れ
た
タ
ン
ク
で
埋

ま
り
原
発
敷
地
だ
け
で
は
足

り
な
く
な
る
状
況
で
あ
っ
た
。

現
場
は
各
タ
ン
ク
か
ら
分
け

ら
れ
た
配
管
で
埋
ま
り
そ
の

設
置
、
修
繕
を
す
る
作
業
員

の
被
曝
量
は
想
像
を
絶
す
る

も
の
で
あ
る
。
水
素
爆
発
や

火
災
で
破
壊
さ
れ
た
原
子
炉

建
屋
は
凄
ま
じ
い
も
の
で

町
、
議
会
よ
り
町
の
バ
ス
で

現
場
に
向
か
っ
た
。
広
野
町

か
ら
双
葉
町
の
発
電
所
事
故

現
場
ま
で
の
道
す
が
ら
一
人

の
住
民
も
い
な
い
光
景
は
ま

さ
に
異
様
で
不
気
味
な
感
じ

で
あ
る
。
途
中
、
Ｊ
ビ
レ
ッ

ジ
で
東
電
の
説
明
を
受
け
防

護
服
に
身
を
包
み
東
電
の
用

意
し
た
バ
ス
に
乗
り
込
み
事

故
現
場
に
入
っ
た
。

　

先
ず
、
免
震
棟
に
お
い
て

東
電
の
小
森
常
務
、
高
橋

第
一
原
発
所
長
の
作
業
の
状

況
説
明
を
受
け
東
電
社
員
の

対
策
状
況
、
作
業
の
内
容
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
防
護
服

　

町
議
会
は
去
る
３
月
27
日

東
電
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
現
場
を
視
察
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
12
月
16
日
付

け
の
事
故
収
束
宣
言
に
伴
い
、

12
月
22
日
に
町
議
会
に
東
京

電
力
が
説
明
に
来
た
さ
い
に

現
場
視
察
を
申
し
入
れ
た
も

の
で
３
ヶ
月
の
経
過
を
経
て

よ
う
や
く
実
現
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

こ
の
間
、
発
電
所
の
計
測

器
の
故
障
や
汚
染
水
の
漏
水

な
ど
度
重
な
る
ト
ラ
ブ
ル
に

よ
っ
て
視
察
の
時
期
が
遅
れ

た
も
の
で
あ
る
。
町
議
会
の

み
な
ら
ず
町
当
局
も
同
行
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
観
点
か

ら
町
長
や
課
長
な
ど
22
名
の

地震による地すべりで倒壊した外部電源用鉄塔

原発事故
現場を
視察

の
危
険
性
を
伴
い

な
が
ら
存
在
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

原
子
炉
建
屋
に
近

づ
く
と
バ
ス
の
中

で
も
線
量
計
の
数

値
は
跳
ね
上
が
り

２
３
０
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
か
ら

３
０
０
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
と
い

う
高
い
線
量
で

あ
っ
た
。
現
場
の

状
況
は
ま
さ
に
百

聞
は
一
見
に
し
か

ず
で
あ
る
。
津
波

に
よ
っ
て
電
源
が
喪
失
し
た

と
言
っ
て
い
る
が
津
波
の
直

接
被
害
は
海
側
に

あ
る
タ
ー
ビ
ン
建

屋
で
あ
り
原
子
炉

建
屋
は
山
側
で

あ
る
。
そ
れ
は
一

号
機
原
子
炉
建
屋

裏
側
の
送
電
線
鉄

塔
が
地
滑
り
で
倒

壊
し
電
源
を
喪
失

し
た
も
の
で
あ
り
、

津
波
が
来
る
前
に

原
子
炉
建
屋
内
部

で
は
地
震
に
よ
る

配
管
の
破
断
や
変

形
、
ず
れ
に
よ
り

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
、
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
に
繋

が
っ
た
こ
と
が
現
場
を
み
れ

ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
津
波

の
せ
い
に
す
る
の
は
原
賠
法

の
保
険
免
責
事
項
を
適
用
さ

せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
今
マ
ス

コ
ミ
な
ど
で
コ
メ
ン
ト
を
出

し
て
い
る
学
者
や
評
論
家
は

一
度
現
場
に
足
を
運
ぶ
べ
き

で
あ
ろ
う
。
現
場
を
知
ら
な

い
者
が
現
場
を
説
明
す
る
か

ら
混
乱
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
未
だ

に
高
濃
度
放
射
線
を
放
出
す

る
事
故
現
場
に
注
視
す
べ
き

で
あ
る
。

　
（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
）

福島第一原子力発電所免震重要棟にて

未だ放射能を出し続ける原子炉建屋
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東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
か
ら
１

年
が
経
過
し
よ
う

と
す
る
３
月
４
日

に
、
川
俣
町
と
川

俣
町
議
会
が
共
催

で
、
中
央
公
民
館

を
会
場
に
約
６
０

０
名
の
町
民
の
参

加
を
得
て
町
民
大

会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

川
俣
町
は
、
全

町
民
、
全
産
業
に

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
全
町
民
の
生
存
権
、
財

産
権
の
補
償
を
国
及
び
東
京
電
力
に
実
現
さ
せ
、
未
来
に

希
望
の
持
て
る
社
会
生
活
環
境
を
構
築
す
る
た
め
に
開
催

し
た
も
の
で
す
。

　

大
会
で
は
、
田
村
市
議
会
議
長
や
飯
舘
村
長
ら
を
来
賓

に
迎
え
、
町
民
の
意
見
発
表
の
ほ
か
、
国
と
東
京
電
力
へ
、

原
発
事
故
の
早
急
な
収
束
を
求
め
る
こ
と
な
ど
の
決
議
文

を
渡
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
京
都
大
学
経
済
学
部
教
授
の
岡
田
知
弘
先

生
の
講
演
「
震
災
復
興
と
自
治
体
の
役
割
」
が
行
わ
れ
、

２
０
０
４
年
の
中
越
地
震
で
全
村
避
難
し
た
山
古
志
村
の

例
な
ど
を
引
き
合
い
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
の
主
導
で
行
わ
れ
る
山
木
屋
地
区

の
除
染
の
う
ち
農
地
の
除
染
に
つ
い
て
、

鹿
野
道
彦
農
林
水
産
大
臣
と
の
意
見
交

換
会
が
、
３
月
10
日
に
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
議
会
か
ら
も
議
長
は
じ
め

議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
山
木
屋
地
区
の
５

名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
の
べ
た
あ
と
、

町
長
と
議
長
か
ら
、
米
の
補
償
・
賠
償

制
度
の
創
設
と
、
避
難
者
の
た
め
の
営

農
団
地
造
成
の
要
望
書
を
大
臣
に
渡
し

ま
し
た
。

21

放射能で汚染された米の補償・賠償等を求める要望書
　東京電力福島第一原子力発電所の事故による放射性物質の拡散は、米をはじめ多くの農林水産物の生産者
に大きな被害を及ぼしているが、国、東京電力の補償・賠償は市場流通産品に限定されており、自家消費物
に対しては、補償・賠償が実現されていない状況にある。当町のような中山間地域においては、その多くは
自家消費のために生産している農家であり、自家消費農産物に対する補償・賠償が行われないことは、被害
農家を差別するだけでなく、地域の農地保全にあたり大きな機能をはたしている農家の意欲を削ぎ、農地の
荒廃と地域農業の衰退を招くこととなるのは明白である。
　また、計画的避難区域に指定され、避難している山木屋地区住民の多くは農業者が多く、避難生活の長期
化に伴い精神的ストレスを抱えており、日々の暮らしに潤いと喜びを取り戻すとともに、避難者同士のふれ
あいを促進し孤独感からの開放をはかるためには、家庭菜園などにおける農作業が効果的な解決手段である。
　よって、国において下記事項について万全を期し、速やかに実行されるよう強く要望する。

記
１　国の責任のもと、放射能で汚染された米について、自家消費を含むすべての損害を補償・賠償する制度
　を創設すること。併せて、米以外の農林水産物についても同様の制度を創設すること。
２　当町には、地権者の合意も得た約30ha の広大な適地が存在しており、国の責任のもと、避難者のため
　の営農団地及び家庭菜園団地を当該地に早急に造成すること。
平成24年３月10日
農 林 水 産 大 臣　鹿　野　道　彦 様

福 島 県 伊 達 郡 川 俣 町 長　古　川　道　郎
福島県伊達郡川俣町議会議長　新　関　善　三

「
原
発
事
故
被
災
町
民
大
会
」
開
催

鹿
野
農
林
水
産
大
臣
と

　
　
　
　

山
木
屋
農
業
者
の
意
見
交
換
会

開会にあたり挨拶する議長

挨拶する鹿野農林水産大臣



秋　山秋　山

佐藤ヨシエ佐藤ヨシエさんさん

　

未
曾
有
の
３
・
１
１
大
震
災

か
ら
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
一

向
に
原
発
収
束
の
見
通
し
も
立

た
ず
落
ち
着
か
な
い
中
、
３
月

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
24

年
度
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
予
算
は
、
除
染
に

１
９
０
億
円
と
い
う
莫
大
な
予

算
が
つ
ぎ
込
ま
れ
、
農
地
、
住

宅
、
道
路
、
庭
先
等
に
つ
い
て

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。
当
局
を
中

心
に
我
々
議
会
も
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
一
大
事
業
と
し
て
、

絶
対
に
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
達
を
健
や
か
に
育
て

ら
れ
る
町
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
を
目
指
す
と
と
も
に
、
町

民
に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

の
編
集
に
努
め
ま
す
。

（
菅
野
意
美
子
）

◇
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

議　
　

長　

新　

関　

善　

三

委
員
長　

斎　

藤　

博　

美

副
委
員
長　

菅　

野　

意
美
子

委　
　

員　

高　

橋　

道　

也

委　
　

員　

村　

上　

源　

吉
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かわまた議会だより　第141号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

　昨年の大震災と原発事故より１年が過
ぎたわけですが、未だに復興の兆しも見
えないまま不安な日々を過ごしておりま
す。特に山木屋地区は計画的避難区域に
指定され、どんなにか毎日の生活が大変
であろうと思っております。
　震災のあった日から、家でも同じ部屋
で３日間を家族で過ごしました。電気は
発電機を回し、コタツは炭、飲料水は女
神山からの引き水だったことが幸いし、
地震に怯えながらも生活は出来たのです。
　今回の災害があって、自然の有難味が
分かったような気がします。
　発電所による事故のため、炭焼きも山
の木を燃料に切ることも出来ないだろう
と思っています。
　町議会では、除染についての審議がま
だまだ続くと思いますが、“安心の町”
になるよう願うばかりです。

放射能除染で
町の再生を

　佐藤喜三郎議員が福島県町
村議会議長会の副会長を務め
たことから、その退任にあた
って議長会から表彰されまし
た。
　今後の益々のご活躍をご期
待申し上げます。

　鴫原利光議員が伊達地方消
防組合の副議長に就任に就任
しました。任期は平成24年
３月28日から平成27年11月
19日までです。
　今後の益々のご活躍をご期
待申し上げます。

　新関善三議長が東電福島第
一原発事故被災市町村議会連
絡協議会の副会長に就任しま
した。
　今後の益々のご活躍をご期
待申し上げます。

鴫原利光議員が
伊達地方消防組合の副議長に就任

新関善三議長が
東電福島第一原発事故被災市町村
議会連絡協議会の副会長に就任

栄えある表彰


